
今月の主な内容

●敬老月間…4 ●第182回加西市議会定例会…5 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

特集 北条地区自主防災総合訓練（2～3ページ）

▲かわいい避難訓練　9月1日防災の日、市内の保育園ではさまざまな避難訓練が行われました。
（写真は北条南保育所）
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特特　　集集
自主防災
総合訓練

北
条
地
区
自
主
防
災
総
合
訓
練

│
Ｍ　
７　
・　
７　
の　
地
震
を　
想
定
、　
１　
３　
０　
０　
人　
が　
参
加
│

北条小学校グラウンドに集まった参加者のみなさん

９
月
３
日

（日）
、
北
条
地
区
自
主

防
災
組
織
（
21
部
会
・
約
１
０
０

０
人
）
を
中
心
に
、
災
害
時
の
被

害
を
最
小
限
に
止
め
る
た
め
の
防

災
活
動
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
防
災
総

合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
訓
練
に
は
加
西
警
察
署
、

県
消
防
防
災
航
空
隊
、
市
消
防
団

第
１
分
団
（
９
部
）、
市
役
所
災
害

対
策
本
部
、
市
消
防
本
部
等
も
参

加
し
、
総
勢
１
３
０
０
名　
に　
も　
お　
よ　

ぶ　
大
規
模　
な　
訓
練　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

災
害
時
、　
人
口　
が　
密
集　
し　
多
大　
な　

被
害　
が　
予
想　
さ　
れ　
る　
市
街
地

朝
８
時
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
、

参
加
者
は
自
主
防
災
組
織

ご
と
に
近
く
の
公

園
や
公
会
堂
に
集

合
。
市
の
災
害
対

策
本
部
が
設
置
さ

れ
て
い
る
北
条
小

学
校
に
徒
歩
で
避

難
、
負
傷
者
、
避

難
者
、
被
害
状
況

等
を
報
告
し
、
救

自
主
防
災
組
織　

ご　
と　
に　
集
合

援
物
資
の
配
付
を
受
け
ま
し
た
。

自
動
車
が
使
え
な
い
と
い
う
状

況
下
で
徒
歩
に
よ
る
避
難
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
１
時
間
後　
の　
９　
時　
に　
は　

全　
て　
の　
組
織　
の　
避
難　
が　
完
了　
し　
ま　
し　

た　
。　
そ　
の　
後
北
条
中
学
校　
グ　
ラ　
ウ　
ン　

ド　
に　
県
消
防
防
災
航
空
隊　
ヘ　
リ　
が　
到

着　
し　
、　
救
援
物
資　
の　
空
輸　
と　
被
害
状

況　
の　
調
査　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。

避
難
訓
練
終
了
後
は
、
実
際
に

火
を
消
す
消
火
訓
練
、
救
急
救
命

訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
、
搬
送
法

訓
練
、
水
槽
取
扱
訓
練
を
順
次
体

験
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
煙
の
恐

ろ
し
さ
を
体
験
す
る
テ
ン
ト
、
高

規
格
救
急
車
、
救
助
工
作
車
、
梯

子
車
等
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
見

学
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

充
実
し
た
消
火
・

救
出
・
救
護
訓
練

災害対策本部に被害状況を報告

警察官の先導により北条小学校へ

サイレンとともに集合
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当初はこんな大規模な訓練を想定し

ていなかったのですが、各関係機関の

ご協力により、非常に大規模で内容の

充実した防災訓練となりました。

今日一日の成果におごることなく、す

べての住民が常に防災意識を日々高

めていけたらと思います。

９月１日に�日本宝くじ協会から市へ寄贈されたばかりの消

火・通報訓練指導車（愛称＝けすゾウくん）も展示されました。

このけすゾウくんには、訓練用消火器、発電機、ビデオカメ

ラ、通報訓練及び展示説明用パネル、テント等が装備されてお

り、自主防災組

織などでの訓練

にぜひご活用く

ださい。

けすゾウくん

を使う訓練につ

いては、加西市

消防本部（電話

4 2 - ９ １ １ ９ ）

まで。

防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して防災訓練を開催して

北条地区代表区長

垣　内　守　男さん

けけすすゾゾウウくくんん も登場
（消火・通報訓練指導車）

三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練三角巾を使っての止血法等の訓練 人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練人形を使っての心肺蘇生法の訓練 子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難子ども達はロープにつかまって避難

負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練負傷者の搬送法の訓練

けむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナーけむり体験コーナー実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練実際に火を消す消火器訓練

県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸県消防防災航空隊による救援物資の空輸

1万人3日分の飲料水を貯える貯水槽
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８
月
31
日

（木）
、
藤
岡
市
長
が
市

内
に
お
住
ま
い
の
最
高
齢
者
を
表

敬
訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。
最
高
齢
者
は
男
子
が
99
歳

の
小
林
貞
治
さ
ん
（
下
若
井
町
）、

女
子
が
102
歳
の
藤
井
か
ね
さ
ん

（
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘
）。

ま
た
、
お
二
人
以
外
の
百
歳
以

上　（
９
月
30
日
現
在
）　の
３
名　
の　
方
々　

に　
は　
、　
同
日
松
本
助
役　
ら　
が　
表
敬
訪

問　
し　
長
寿　
を　
お　
祝　
い　
し　
ま　
し　
た　
。　

市
長
ら　
が　

最
高
齢
者
を　
表
敬
訪
問

今
年
も
75
歳
以
上
の
方
の
長
寿

を
お
祝
い
す
る
敬
老
会
が
健
康
福

祉
会
館
で
行
わ
れ
、
式
典
や
芝
居

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
で
３
年
目
と
な
る

地
域
単
位
で
の
心
の
こ
も
っ
た
お

祝
い
会
「
高
齢
者
あ
っ
た
か
推
進

の
つ
ど
い
」
が
、
今
年
は
九
会
地

区
と
多
加
野
地
区
以
外
に
今
年
は

富
合
、
西
在
田
、
在
田
地
区
の
各

町
、
そ
の
他
５
町
に
お
い
て
実
施

ま
す
ま
す
広　
が　
る　

地
域
単
位　
の　
敬
老
会

さ
れ
、
お
孫
さ
ん
た
ち
も
加
わ
っ

て
の
三
世
代
交
流
を
中
心
に
各
町

が
趣
向　
を　
凝　
ら　
し　
た　
内
容　
で　
長
寿　
を　

お　
祝　
い　
し　
ま　
し　
た　
。　

敬
老
月
間
の
９
月
中
、
健
康
福

祉
会
館
ホ
ー
ル
で
芝
居
公
演
が
入

場
無
料
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
浴
場
の
無
料
開
放
も
行
っ

て
お
り
、
こ　
れ　
ら　
の　
効
果
も　
あ　
っ　
て　

福
祉
会
館　
は　
連
日　
の　
大
盛
況　
で　
す
。

大
人
気　
の　

芝
居
と　
お　
風
呂

加
西
市　
で　
は　
、　
９　
月　
の　
敬
老
月
間　
に　
多
彩　
な　
催　
し
を　
実
施　
し　
て　
、　

高
齢
者　
の　
方
々　
の　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
ご　
労
苦
を　
ね　
ぎ　
ら　
い　
、　
長
寿
を　
お　
祝　
い　

し　
て　
い　
ま　
す　
。

い　い　
つ　つ　
ま　ま　
で　で　
もも
お　お　
元元
気　気　
でで

―

最
高
齢
者
訪
問　
・　
敬
老
会　
・　
ふ　
る　
さ　
と　
福
祉
事
業
―

毎週演目が変わる林千太郎劇団の芝居

市内最高齢者 藤井かねさん

（満102歳・第二サルビア荘）を表敬訪問する藤岡市長

男子最高齢者 小林貞治さん

（99歳・下若井町）

�家族だんらん
で長寿を祝う
小林家のみな
さん

柏原　のぶさん

（102歳・東剣坂町）

鴨川　一子さん

（100歳・谷町）

山下ヒサヱさん

（100歳・畑町）
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市
議
会
定
例
会
開
催

条
例　
の　
改
正
な
ど　
二
十
三
議
案
を　
審
議

本会議で議案を説明する藤岡市長

第
１
８
２
回
加
西
市
議
会
定
例

会
が
、
９
月
１
日

（金）
か
ら
22
日

（金）

ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報
告
　
2
件

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

条
例
関
係
　
4
件

○
加
西
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◯
加
西
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◯
加
西
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
加
西
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

主
な
議
案

事
件
決
議
　
7
件

◯
農
作
物
共
済
の
無
事
戻
し
金
の

交
付
に
つ
い
て

◯
園
芸
施
設
共
済
の
無
事
戻
し
金

の
交
付
に
つ
い
て

◯
農
業
共
済
事
業
会
計
特
別
積
立

金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

◯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
整
備

事
業
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

予
算
関
係
　
5
件

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

て
◯
平
成
12
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

○
平
成
12
年
度
加
西
市
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

○
平
成
12
年
度
加
西
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

決
算
　
5
件

◯
平
成
11
年
度
加
西
市
一
般
会
計

の
決
算
認
定
に
つ
い
て

◯
平
成
11
年
度
加
西
市
特
別
会
計

の
決
算
認
定
に
つ
い
て

◯
平
成
11
年
度
加
西
市
病
院
事
業

会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て

国
勢
調
査　
は　
、　
５　
年　
に　
一
度
日
本　

に　
住　
ん　
で　
い　
る　
す　
べ　
て　
の　
人　
を　
対
象　
に　

行
う
大
規
模　
な　
統
計
調
査　
で　
す
。　

９　
月
下
旬　
か　
ら　
、　
調
査
員　
が　
お　
宅　

に　
調
査
票　
を　
配　
り　
ま　
す
。　
調
査
票　
が　

届　
い　
た　
ら　
10
月　
１　
日
現
在　
の　
み　
な　
さ　

ん　
の　
状
況　
を　
記
入　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

記
入　
し　
て　
い　
た　
だ　
く
項
目　
は　
、　
男

女　
の　
別
、　
生
年
月
日
、　
就
業
状
態
、　

通
勤
・
通
学
地
、　
住
居　
の　
種
類　
な　
ど　

22
項
目　
で　
す
。　
調
査
内
容　
は　
、　
統
計　

を　
作
成　
す　
る　
た　
め　
だ　
け　
に　
使　
い　
調
査

票　
は　
集
計
後　
に　
溶　
か　
し　
て　
再
生
紙　
に　

し　
ま　
す
。　
調
査
票　
に　
書　
か　
れ　
た　
こ　
と　

が　
他　
に　
も　
れ　
る　
こ　
と　
は　
絶
対　
に　
あ　
り　

ま　
せ　
ん　
の　
で　
、　
ご　
安
心　
く　
だ　
さ　
い　
。　

10
月　
９　
日　
ま　
で　
に　
再　
び　
調
査
員　
が　

調
査
票　
を　
受　
け
取　
り　
に　
伺　
い　
ま　
す
。　

★
国
勢
調
査
結
果　
の　
ご　
利
用　
は

イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト
＝
総
務
庁
統
計
局
統
計　
セ　

ン　
タ　
ー　
の　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
で　
、　
国
勢
調
査　
の　
内
容　

や　
調
査
結
果　
を　
提
供　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

ア　
ド　
レ　
ス　
＝　

Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
サ　
ー　
ビ　
ス
＝
Ｆ
Ａ
Ｘ
で　
国
勢
調
査　
の　

情
報　
を　
提
供　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
│
５
２
７
３
│
１
１
１
０
）

報
告
書

市
役
所
企
画
総
務
部
総
務
課　
（
電
話

42
│
８　
７　
０　
２　
市
役
所　
３　
階
）　
で　
閲
覧　
で　
き　
ま　
す
。　

1100
月月
１１
日日
にに
国国
勢勢
調調
査査
をを
実実
施施

9
月
下
旬

調
査
票　
の　
配
布

調
査
員　
が　
「
調
査
票
」　
と　
「
記
入　

の　
し　
か　
た　
」　
を　
配　
り　
ま　
す
。　

10
月　
１　
日

調
査
票　
に　
記
入

10
月　
１　
日
現
在　
の　
状
況　
を　
黒　
の　
鉛

筆　
か　
シ　
ャ　
ー　
プ　
ペ　
ン　
で　
記
入　
し　
て　
く　
だ　

さ　
い　
。　（　
マ　
ジ　
ッ　
ク　
・　
ボ　
ー　
ル　
ペ　
ン　
は　
不
可
）　

10
月　
１　
日
〜　
9
日

調
査
票　
の　
回
収

調
査
員　
が　
「
調
査
票
」　
の　
回
収　
に　

伺　
い　
ま　
す
。　市　

・　
県　
を　
通　
じ　
て　
総
務
庁　
に　

集　
め　
ら　
れ　
集
計　
さ　
れ　
ま　
す
。

調
査
票　
は　
溶　
か　
し　
て　
再
生

紙　
に

12
月
下
旬

速
報
結
果　
の　
公
表

人
口　
と　
世
帯
数　
の　
結
果　
が　
公
表　
さ　

れ　
ま　
す
。　

国
勢
調
査　
の　
流　
れ　

あ　
な　
た　
の　
調
査
票　
が　
日
本　
の　
21
世
紀　
を　
つ　
く　
り　
ま　
す
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国
保
加
入
者
の
方
が
交
通
事
故

な
ど
で
ケ
ガ
を
し
た
場
合
に
も
、

届
け
出
が
あ
れ
ば
国
保
で
治
療
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
届　
け　
出　
に　
必
要　
な　
も　
の　
）

●
交
通
事
故
証
明
書

（
後
日
で
も
可
）

●
保
険
証

●
印
鑑

○
示
談
は
慎
重
に

国
保
へ
届
け
出
る
前
に
示
談
を

す
る
と
、
そ
の
取
り
決
め
が
優
先

し
て
国
保
か
ら
加
害
者
に
医
療
費

を
請
求
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
示
談
の
前
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
保
険
課
国
保
係
へ

（
電
話
42
│
８
７
２
１
）

わ　
す　
れ　
な　
い　
で
│　
│

交
通
事
故　
に　
あ　
っ　
た　

ら　
届
け
出
を　
!

７　
月　
25
日　

（火）
、　
社
会
科　
で　
ご　
み　
の　

学
習　
を　
し　
て　
い　
る　
小
学　
４　
年
生　
を　
対

象　
に　
ご　
み　
収
集
体
験　
ツ　
ア　
ー　
を　
実
施　

し　
ま　
し　
た　
。　
27
名　
（
男
子　
８　
名
・
女

子　
19
名
）　
の　
参
加　
が　
あ　
り
、　
５　
コ　
ー　
ス　

に　
分　
か　
れ　
て　
パ　
ッ　
カ　
ー　
車　
に　
付　
い　
て　
ご　
み　

タ　
ー　
ミ　
ナ　
ル　
を　
チ　
ェ　
ッ　
ク　
し　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
８　
月
22
日

（　火　）　
、　
24
日

（　木　）　
、　
25

日
（　金　）　
の　
３　
日
間
、　
市
内
小
学
校　
４　
年

生
担
任
教
諭　
５　
名　
が　
、　
実
際　
に　
ク　
リ　

ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
の　
作
業
員　
と　
一
緒　
に　
パ　

ッ　
カ　
ー　
車　
に　
乗　
っ　
て　
タ　
ー　
ミ　
ナ　
ル　
の　
ご　
み　

を　
収
集　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
ら　
は　
ご　
み　
減
量　
と　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　

の　
意
義　
と　
ご　
み　
の　
分
別　
や　
ご　
み　
出　
し　
マ　

ナ　
ー　
の　
必
要
性　
を　
理
解　
す　
る　
貴
重　
な　

体
験　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

こ　
こ　
で　
、　
参
加
者　
の　
感
想
文　
を　
紹
介　

し　
ま　
す
。　

ご　ご　
み　み　
収収
集集
体体
験　験　
ツ　ツ　
ア　ア　
ー　ー　
に　に　
参参
加加
し　し　
てて

1 0月は「環境にやさしい買物運動強化月間」です。1 0月4日～1 5日、コミュニティセンター2階ギャラ
リーで環境保護とごみ減量・リサイクルをテーマに小学生絵画展を開催します。

「
ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
」

ゴ
ミ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
置
か
れ
た
た
く
さ
ん
の

ふ
く
ろ
…
。
と
て
も
イ
ヤ
な
臭
い
が
し
ま
し
た
。

『
い
っ
た
い
こ
の
中
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
入

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
…
』
と
私
達
が
見
て
い
る
と
、
係
員
の
お
じ
さ

ん
達
が
一
生
懸
命
ゴ
ミ
収
集
車
に
投
げ
入
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
生

ゴ
ミ
は
、
水
き
り
を
し
て
出
し
て
も
ら
う
と
助
か
る
し
、
（
焼
却
す

る
た
め
に
）
た
く
さ
ん
の
油
を
使
わ
な
い
で
す
む
そ
う
で
す
。
『
本

当
だ
な
。
ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
る
だ
け
で
お
じ
さ
ん
達
は
仕
事
が
し

や
す
く
な
る
し
、
節
約
が
で
き
る
ん
だ
な
。』
と
思
い
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
ゴ
ミ
の
世
界
の
不
思
議
な
話
を
聞
き
ま

し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
服
や
文
具
に
、
空
缶
は
町
を
つ
く
る
材
料

に
変
身
し
ま
す
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
、
ビ
デ
オ
、
カ
セ
ッ
ト
や
燃

料
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

私
は
、
捨
て
る
物
は
み
ん
な
ゴ
ミ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
中
に
は
も
う
一
度
命
を
も
ら
っ
て
私
達
の
役
に
立
っ
て
く
れ
て
い

る
物
が
あ
る
の
で
す
。　
ゴ
ミ
を
汚
い
物
と
思
う
だ
け
で
な
く
、　『
こ
れ

は
何
に
な
っ
て
く
れ
る
の
か
な
』
と
想
像
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
ゴ

ミ
が
命
を
も
ら
え
る
手
助
け
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

日
吉
小
学
校
　
4
年
生
　

鈴
　
木
　
ゆ
り
か
さ
ん
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小
学
校
高
学
年　
の　
子　
ど　
も　
た　
ち　
を　

対
象　
に　
「
子　
ど　
も　
体
験　
ス　
ク　
ー　
ル　
」　

を　
開
催　
し　
ま　
し　
た　
。　

内
容　
は　
車　
イ　
ス　
体
験　
と　
ア　
イ　
マ　
ス　
ク　

体
験
。　
今
年　
は　
合　
わ　
せ　
て　
７　
校　
の　
申

込　
み　
が　
あ　
り
、　
指
導　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
さ　

ん　
と　
共　
に　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
学
校　
を　
訪　
れ　

ま　
し　
た　
。　

夏
休　
み　
期
間
中　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず

集　
ま　
っ　
た　
子　
ど　
も　
た　
ち　
の　
目　
は　
真
剣　

そ　
の　
も　
の　
。　「　
こ　
ん　
な　
小　
さ　
な　
段
差　
が　

超
え　
ら　
れ　
へ　
ん　
。」　「　
い　
つ　
も　
歩　
い　
て　
い　
る　

と　
こ　
ろ　
で　
も　
こ　
わ　
い　
。」　
と　
、　
私　
た　
ち　

に　
話　
し　
て　
く　
れ　
る　
子
も　
い　
ま　
し　
た　
。　

「
介
助　
す　
る　
者　
と　
さ　
れ　
る　
者　
の　
信

頼
関
係　
が　
な　
い　
と　
大
変
危
険　
で　
す
。　

声　
を　
か　
け
合
う　
こ　
と　
が　
一
番
大
事
。」　

「
車　
イ　
ス　
マ　
ー　
ク　
の　
駐
車
場　
や　
、　
歩
道　

の　
点
字　
ブ　
ロ　
ッ　
ク　
に　
自
転
車　
を　
と　
め　
て　

い　
ま　
せ　
ん　
か　
？　
」　
な　
ど　
の　
お　
話
も　
聞

き　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
体
験　
で　
、　
少　
し　
で　
も　
関
心　
を　

持　
っ　
て　
く　
れ　
た　
ら　
、　
う　
れ　
し　
い　
な　
あ　
と　

思　
い　
ま　
す
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

子　子　
ど　ど　
もも
体体
験　験　
ス　ス　
ク　ク　
ー　ー　
ルル

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

平
成
12
年
１
月
か
ら
６
月
迄
の

火
災
件
数
は
、
23
件
で
損
害
額
は
、

３
０
１
万
円
で
し
た
。

火
災
の
原
因
と
し
て
は
、
焚
火

等
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
が
、
約

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
期
に

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
火

災
に
な
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に

は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
救
急
出
場
件
数
は
、
７

６
５
件
で
搬
送
人
員
は
７
５
６
人

で
し
た
。
出
場
別
で
は
、
急
病
が

半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
に
体
調
を
崩

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
健
康
管
理

に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消
防

本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

応
急
手
当　
を　
覚　
え　

市
民
救
命
士　
に　
な　
り　
ま　
し　
ょ　
う

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
３

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部　
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）　
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

☆
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

7
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者

２
０
０
名
〕　

（
下
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

48
名
）

（
九
会
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

64
名
）

（
佐
谷
町
自
主
防
災
部
会

52
名
）

（
西
在
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

29
名
）

（
オ
ー
セ
ン
ト
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

従
業
員

６
名
）

（
一
般

１
名
）

▽
河
合
幸
子
（
北
条
町
北
条
）

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　

53
名
〕　

（
下
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

13
名
）

（
九
会
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

19
名
）

（
佐
谷
町
自
主
防
災
部
会

12
名
）

（
西
在
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

９
名
）

平
成

12
年
上
半
期　
（
１
月　
〜　
６
月
）

火
災
と　
救
急　
の　
実
態

急手当の基礎実技
徒
手
搬
送　
は　
、　
狭　
い　
場
所　
か　
ら　
の　

搬
送　
に　
用　
い　
、　
患
者　
へ　
の　
影
響
を　

考
慮　
し
必
要
最
小
限　
に　
止　
め　
る　
。

搬

送

法

に　
ん　
ま
り　

て　
の　
ひ　
ら　
で　
転　
が　
る　
錠
剤

酒
場
で　
は　
天
下　
と　
っ　
て　
帰　
っ　
て　
も
妻　
に　
負　
け　
る　

サ　
ス　
ペ　
ン　
ス　

私　
の　
中　
に　
生
ま　
れ　
た　
殺
意

「
不
在
」　
の　
札　
か　
け　
て　
時
間　
と　
旅　
し　
て　
い　
る　

風

ハ　
ン　
カ　
チ　
で　
包　
め　
る　
程　
の　
ゆ　
め　
う　
つ　
つ　

パ　
ズ　
ル　
を　
い　
じ　
っ　
て　
い　
る　

迷
宮　
の　
中

ラ　
ヴ　
ェ　
ン　
ダ　
ー　
の　
香
り　
に　
包
ま　
れ　
て　
棺　
の　
中
で　
謎
を　
と　
こ　
う

淡
彩　
の　
ス　
ケ　
ッ　
チ　

叙
情　
は　
何
時
も
哀
愁　
の　
音
階

辻
　
　
美
沙

荻
野
　
　
享

佐
治
　
　
靖

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

山
本
　
二
昭

井
塚
　
理
人
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☆いじめの問題☆

最近の子どものいじめの実態は、複数の子どもが集団

的に一人の子どもをいじめるといったパターンが多いのが

特徴です。しかも、「いじめ」の仕方については、巧妙で

陰湿なケースが多く、そういった行為を遊び感覚で行って

いることも特徴の一つです。

また、「いじめ」を面白がって見ていたり、はやし立てた

りする子どもたちや、「いじめ」を見て見ぬ振りをしている

子どもたちがいます。「いじめ」解消には、こういった子ど

もたたちにも、「いじめ」が許されないことを強力に働きか

ける必要があります。

「いじめ」について、文部省の調査で最近の3年間の発

生件数をみると、平成8年度5万1千件、平成9年度4万2千

件、平成10年度3万6千件となっています。

「いじめ」の原因や背景については、核家族化、家族の

少子化から生じる子どもの対人関係の経験不足、受験競

争の激化等による欲求不満の増大や地域社会の正義感や

連帯感の希薄化、ともすれば他人の誤った行動に対しても

傍観者的態度をとりがちな傾向等が指摘されています。そ

の根底には、他人に対する思いやりや、いたわりといった

人権意識の立ち後れがあると思われます。「いじめ」の問

題を解決するためには、常に弱者の立場に立って物事を考

えることや、人権意識の高揚を図っていくことが必要です。

子どもの人権問題

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www4.justnet.ne.jp/̃home/izumijhs  泉中学校　http://www.hojohigashi-es@hyogo-edu.yashiro.hyogo.jp  北条東小学校

長
法
寺

ち
ょ
う
ほ
う
じ

遺
跡　
か　
ら　
弥
生
時
代
中

頃　
（
約
二
千
年
前
）　
の　
木も

っ

棺か
ん

墓ぼ

、　
円え

ん

形け
い

周
溝
墓

し
ょ
う
こ
う
ぼ

（
溝　
で　
円
形　
に　
区
画　
さ　
れ　

た　
墓
）　
が　
七
基　
ま　
と　
ま　
っ　
て　
発
見　
さ　

れ　
ま　
し　
た　
。　
周
辺　
に　
住
居
跡　
は　
無　
く
、　

集
落
内　
に　
お　
い　
て　
墓
域　
と　
居
住
域　
が　

計
画
的　
に　
区
分　
け　
さ　
れ　
て　
い　
た　
と　
考

え　
ら　
れ　
ま　
す
。　

土ど

坑こ
う

墓ぼ

に　
は　
割　
れ　
た　
ガ　
ラ　
ス　
玉　
を　
再

加
工　
し　
た　
ガ　
ラ　
ス　
玉　
が　
四
個
副
葬　
さ　

れ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
ガ　
ラ　
ス　
玉　
は　
貴
重
品　

で　
あ　
り
、　
こ　
れ　
を　
副
葬　
で　
き　
た　
人
物　

は　
こ　
の　
地
域　
の　
有
力
者　
と　
い　
え　
ま　
す
。　

ま　
た　
、　
別　
の　
土
坑
墓　
か　
ら　
は　
石　
の　
矢

尻　
が　
み　
つ　
か　
り　
ま　
し　
た　
。　
矢
尻　
は　
武

器
用　
と　
考
え　
ら　
れ　
、　
埋
葬　
さ　
れ　
た　
人　

の　
腹
部　
に　
刺　
さ　
っ　
て　
い　
た　
よ　
う　
で　
す
。　

彼　
は　
戦　
い　
に　
よ　
っ　
て　
命　
を　
落　
と　
し　
た　
戦

士　
な　
の　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

こ　
れ　
ら　
の　
墓　
か　
ら　
、　
弥
生
時
代　
の　
こ　

の　
地　
に　
有
力
者　
が　
存
在　
し　
た　
こ　
と　
、　

89

長
法
寺
遺
跡　
（
弥
生
時
代
）　
…
玉
野
町

お　
墓　
か　
ら　
ガ　
ラ　
ス　
玉　
や　
石
製
矢や

尻　じり
を　
発
見
!

弥
生
人　
の　
戦
士　
の　
お　
墓　
？

ガラス玉
　

：装飾品
そうしょくひん

石鏃
せきぞく

：石の矢
や

尻
じり

遺跡位置図

学
校　
の　
授
業　
と　
言
え　

ば　
、　
国
語
、　
数
学
、　
社

会
…　
と　
教
科
毎　
に　
習
う　
の　
が　
普
通　
で　

し　
た　
が　
、　
今
回　
の　
教
育
改
革　
で　
は　
、　

教
科　
の　
枠　
を　
取　
り
払　
っ　
た　
「
総
合
的　

な　
学
習　
の　
時
間
」　
と　
い　
う
も　
の　
が　
新

設　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
ね　
ら　
い　
は　
、　
こ　

れ　
ま　
で　
の　
知
識　
を　
教
え　
込　
む　
教
育　
か　

ら　
自　
ら　
学　
び　
自　
ら　
考
え　
る　
力　
を　
育　
て　

る　
教
育　
へ　
の　
転
換　
を　
図　
ろ　
う
と　
す　
る　

も　
の　
で　
、　
教
科
書　
は　
な　
く
、　
内
容　
そ　

の　
他　
す　
べ　
て　
が　
学
校　

の　
創
意
工
夫　
に　
ま　
か　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

本
校　
で　
は　
、　
一
年

前　
か　
ら　
地
域　
や　
学

校
、　
生
徒　
の　
実
態
等　

を　
踏　
ま　
え　
て　
検
討　
を　

進　
め　
た　
結
果
、　
テ　
ー　

マ　
を　
「
二
十
一
世
紀　

を　
創
造　
で　
き　
る　
生
徒　

の　
育
成　
を　
め　
ざ　
し　
て　
」　
と　
し　
、　
こ　
の　
四

月　
か　
ら　
試
行　
を　
は　
じ　
め　
ま　
し　
た　
。　
一

年
生　
で　
は　
、　
集
団
活
動　
に　
よ　
っ　
て　
自
分

以
外　
の　
人　
に　
も　
目　
を　
向　
け　
る　
こ　
と　
か　

ら　
始　
ま　
り　
ふ　
る　
さ　
と　
加
西　
を　
様
々　
な　

角
度　
か　
ら　
調　
べ　
る　
学
習
、　
二
年
生　
で　

は　
、　
仕
事　
の　
意
義
・
大
変　
さ　
を　
ト　
ラ　

イ　
や　
る
・
ウ　
ィ　
ー　
ク　
と　
関
連　
づ　
け　
て　
感　

じ　
た　
り
、　
戦
争
体
験
等　
を　
取
材　
し　
て　

平
和　
の　
大
切　
さ　
を　
自　
ら　
考
え　
る　
学

習
、　
三
年
生　
で　
は　
、　
世
界　
に　
目　
を　
向　

け
、　
現
代　
の　
様
々　
な　
問
題　
に　
つ　
い　
て　
調　

べ　
、　
討
議　
を　
し　
て　
、　
卒
業
時　
に　
は　
そ　

の　
集
大
成　
と　
し　
て　
ミ　
ニ　
卒
業
論
文　
を　

つ　
く　
る　
学
習　
を　
計
画　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

こ　
の　
一
学
期
、　
二
年
生　
で　
は　
、　
ト　

ラ　
イ　
や　
る
・
ウ　
ィ　
ー　
ク　
に　
先
立　
ち　
職

業
講
話
を　
企
画　
し　
、　
消
防
士　
や　
調
理

師
、　
看
護
婦　
さ　
ん　
な　
ど　
七
人　
の　
講
師　

を　
招　
い　
て　
お　
話　
を　
聞　
く　
な　
ど　
し　
て　
、　

従
来　
の　
授
業　
で　
は　
得　
ら　
れ　
な　
い　
深　
い　
感

銘　
を　
生
徒
達　
に　
与

え　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　

た　
。　
三
年
生　
で　
は　
、　

環
境
問
題
・
エ　
ネ　

ル　
ギ　
ー　
問
題
・
平

和
問
題　
を　
テ　
ー　
マ　

と　
し　
て　
ビ　
デ　
オ　
鑑
賞　

を　
実
施　
し　
、　
班
単

位　
で　
討
議　
を　
し　
て　

問
題
意
識　
を　
深　
め　

ま　
し　
た　
。　

ス　
タ　
ー　
ト　
し　
た　
ば　
か　
り　
で　
あ　
り
暗

中
模
索　
の　
取　
り
組　
み　
で　
成
果　
を　
語　
る　

段
階　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
生
徒
達　

の　
取　
り
組　
み　
姿
勢　
に　
は　
積
極
的　
な　
も　

の　
が　
あ　
り
、　
今
後
更　
に　
創
意
工
夫　
す　

る　
中　
で　
「
総
合
的　
な　
学
習　
の　
時
間
」　

の　
定
着　
を　
図　
り
特
色
あ　
る　
学
校　
づ　
く　

り　
を　
進　
め　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
考
え　
て　
い　
ま　

す
。　

「
総
合
的
な　
学
習　
の　
時
間
」　
の　
取　
り
組　
み

加加
西西
市市
立立
加加
西西
中中
学学
校校

死
者　
の　
出　
る　
よ　
う
な　
戦　
い　
が　
行　
わ　
れ　

た　
こ　
と　
が　
う
か　
が　
い　
し　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　

ま　
す
。
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を　
防　
ぐ　
た　
め　
に　
、　
小　
さ　
な　
手
術　
で　
も　
全
身
麻

酔　
を　
行
う
場
合　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　
ま　
た　
、　
特　
に　

精
密　
な　
動
作　
が　
必
要　
な　
手
術　
や　
長
時
間　
に　
及　

ぶ　
手
術　
で　
は　
全
身
麻
酔　
は　
欠　
か　
せ　
ま　
せ　
ん　
。　

ひ　
と　
つ　
に　
全
身
麻
酔　
か　
ら　
目　
が　
覚　
め　
な　
い　
の　

で　
は　
な　
い　
か　
と　
心
配　
さ　
れ　
る　
方　
が　
あ　
り　
ま　
す　

が　
、　
そ
う　
い　
う
心
配　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
（
当
然　

で　
す　
が　
）。　
注
射　
の　
薬　
は　
肝
臓　
や　
腎
臓　
か　
ら　
、　

麻
酔　
ガ　
ス　
は　
肺　
か　
ら　
体　
の　
外　
へ　
ど　
ん　
ど　
ん　
出　
て　

行
き　
ま　
す
。　
普
通　
に　
生
活　
さ　
れ　
て　
い　
る　
方　
は　
問

題
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

眠　
っ　
て　
い　
る　
間　
に　
何　
が　
起　
こ　
っ　
て　
い　
る　
か　
分　
か　

ら　
な　
い　
の　
が　
不
安　
と　
い　
う
方
も　
あ　
る　
か　
と　
思　
い　

ま　
す　
が　
、　
そ　
れ　
が　
全
身
麻
酔　
の　
い　
い　
と　
こ　
ろ　
で　

も　
あ　
る　
の　
で　
す
。　
一
時
間　
を　
越
え　
て　
く　
る　
と　
、　

ず　
っ　
と　
手
術　
の　
た　
め　
に　
じ　
っ　
と　
し　
て　
い　
る　
と　
い　
う　

我
々
麻
酔
科
医　
は　
外
科
系　
の　
医
師　
か　
ら　
全

身
麻
酔　
の　
依
頼　
を　
受　
け　
た　
際　
に　
、　
外
来　
で　
術

前
診
察　
を　
お　
こ　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　
そ　
の　
際　
に　
患

者　
さ　
ん　
に　
「
手
術　
は　
覚
悟　
し　
た　
け　
ど　
全
身
麻

酔　
が　
怖　
い　
」　
と　
言　
わ　
れ　
る　
方　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　
は　

た　
し　
て　
全
身
麻
酔　
は　
「
怖　
い　
」　
も　
の　
な　
の　
で　
し　

ょ　
う
か　
。　「
怖　
い　
も　
の　
は　
怖　
い　
」　
と　
言　
わ　
れ　
て　
し　

ま
う
と　
反
論　
の　
余
地　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
少　

な　
く　
と　
も　
全
身
麻
酔　
は　
安
全　
な　
も　
の　
で　
す
。　

ま　
ず
、　
そ　
も　
そ　
も　
全
身
麻
酔　
は　
『
手
術　
を　

安
全　
に　
行
う
た　
め　
に　
』　
す　
る　
も　
の　
で　
す
。　
全
身

麻
酔　
の　
発
達　
に　
よ　
っ　
て　
、　
よ　
り
大
き　
な　
手
術
も　

安
全　
に　
行
う　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　

し　
た　
。　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
全
身
麻
酔　
は　
小　
さ　
な　
手

術　
で　
も　
可
能　
で　
す
。　
小　
さ　
な　
お　
子　
さ　
ん　
な　
ど　
で　

は　
、　
手
術　
に　
対　
す　
る　
恐
怖
心　
な　
ど　
で　
動　
く　
の　

市立加西病院

麻酔科

医員　魚住　亮

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今
〈作り方（4人分）〉

①豚肉2 5 0 g・人参１本・玉葱２個・かぼちゃ1 / 8個・茄子

３個・しいたけ５個を一口大に切る。

②フライパンにオリーブオイルを入れ、ニンニク少々を炒める。

③②に①を入れ、強火でさっと炒めた後、コップ１杯の水を

入れ、蓋をし、弱火にする。

④③に砂糖大さじ２、醤油大さじ５、みりん・酒少々を加え、

柔らかくなってきたら、かつおぶし１パックを加えてよく混ぜ

合わせ、水気がなくなるまで煮る。

⑤仕上げに細かく刻んだ青じそをふる。

の　
は　
か　
な　
り
苦
痛　
に　
な　
っ　
て　
き　
ま　
す
。　

現
在
、　
全
身
麻
酔　
は　
測
定
機
械
（　
モ　
ニ　
タ　

ー　
と　
い　
い　
ま　
す
）　
と　
使
用　
す　
る　
器
具　
の　
発
達　
や　

副
作
用　
の　
少　
な　
い　
薬　
の　
開
発　
な　
ど　
で　
、　
非
常　
に　

安
全　
な　
も　
の　
と　
い　
わ　
れ　
て　
お　
り
、　
調
査　
に　
よ　
っ　

て　
も　
違　
い　
が　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
全
身
麻
酔　
に　
よ　

る　
死
亡
率　
は　
飛
行
機
事
故　
に　
よ　
る　
死
亡
率　
と　

同　
じ　
く　
ら　
い　
か　
そ　
れ　
以
下　
と　
も　
い　
わ　
れ　
て　
い　
ま　

す　
（
十
万
例　
に　
一
例
以
下
）。　
ど　
う　
ぞ　
飛
行

機　
に　
乗　
る　
よ　
う
な　
つ　
も　
り　
で　
安
心　
し　
て　
全
身
麻

酔　
を　
受　
け　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　
た　
だ　
、　
実
際　
に　
は　
全

身
麻
酔　
だ　
け　
を　
す　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
な　
く
、　

手
術　
に　
よ　
る　
危
険
性
、　
手
術　
と　
の　
兼　
ね　
合　
い　
に　

よ　
る　
危
険
性
も　
考
え　
る　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
す
。

全
身
麻
酔
が　
怖　
い

―

全
身
麻
酔
の
安
全
性
―

〈シェフから一言〉

オリーブオイルも用途に合ったもの
を選び、量にも気をつけて使いまし
ょう。そして青じそもいろいろなとこ
ろに使いましょう。

い　
ず　
み　
会
会
員
（
田
原
町
）

山
口
さ
ち
よ
さ
ん

歯のまわりの細菌（バイ菌）

が歯垢となり、これが石灰化し

て歯石になります。歯石に歯垢

が溜まりバイ菌が入り込んで歯

にこびりつくと、歯茎に炎症を

起こします。ひどくなる前に、

歯石を取り、歯石のつきやすい

場所の丁寧なブラッシングと定

期健診を!

丁寧なブラッシングと定期健診を!

Ｋさんは7 5歳の女性、身の回りのことがしづらく

要介護１の認定を受けました。介護者である娘さ

んはケアマネージャー（介護支援専門員）にＫさ

んが日中ぼーっとしているのでボケてしまわないか

心配だと相談しました。話し合いの結果、デイサ

ービスを中心としたケアプラン（介護サービス計画）

を作ってもらいましたが、Ｋさんはデイサービスを利

用をする気がありません。困った娘さんがあったか

相談窓口へ相談に訪れました。

「プランを立ててもらったけど本人が利用したくな

いと言う。一度プランを断ったケアマネージャーには

今さら相談できない。」と困惑顔です。保健婦は娘

さんにケアマネージャーはケアプランを作るだけでな

く、サービス利用のための相談に乗ってくれるので

遠慮なくありのままを相談するように話しました。一

方、市から担当ケアマネージャーにはＫさんがサー

ビスを利用できるように働きかけをお願いしました。

ケアマネージャーはもう一度Ｋさんに出会いＫさん

が外出先でトイレに行けるか心配していることが分

かり、介助の方法なども説明し利用を勧めました。

しばらくして窓口を訪れた娘さんは、「ケアマネージ

ャーのおかげで最初はしぶしぶだった母も今ではデ

イサービスが楽しみになりました。私も母のことは何

でもケアマネージャーに相談でき、介護に余裕がで

きました。」と話されました。

ケアマネージャーは、在宅介護支援センター等

の介護保険サービス事業者に所属し、サービスの

利用者やこれから利用したい人の相談にのり、利

用者の心身の状況や希望を考えサービス利用の

ための連絡調整をします。要介護・要支援の認定

を受けたらケアマネージャーに相談し上手にサービ

スを利用しましょう。

介護保険に関する相談、お問い合わせは 市

役所保険課 あったか相談窓口（電話4 2 -８７

８８）まで。

ケアマネージャーって？



12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（��8760・8761）

日
　
時

10
月
28
日

（土）

※
雨
天
10
月
29
日

（日）

受
　
付

８
時
30
分
〜

競
　
技

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

場
　
所

加
西
工
業
団
地
周
辺
コ

ー
ス
（
朝
妻
町
）

チ　
ー　
ム　
編
成

加
西
市
内　
に　
通
学　

す　
る　
小
学
生　
で　
、　
学
年
別
・
男
女
別　

で　
編
成　
（
小
学
校
区　
に　
限　
り　
ま　
せ　
ん　
）

区
間
・
距
離

各
部
と
も
５
区
間

（
１
区
間
９
０
０
�
）

申
込
締
切

10
月
13
日

（金）

申
込
先

〒
６
７
５
│
２
４
５
１

加
西
市
上
万
願
寺
町
９
７
３

池
田
文
胤
宛
（
電
話
44
│
０
３
５
５
）

※
雨
天
時
の
問
合
先
　
加
西
市
役

所
（
電
話
42
│
１
１
１
０
）

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
に
で

も
簡
単
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
お

祭
り
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
22
日

（日）
９
時
〜

生
涯　
ス　
ポ　
ー　
ツ　

フ　
ェ　
ス　
テ　
ィ　
バ　
ル

第
８
回
加
西
工
業
団
地
杯

少
年
少
女
駅
伝　
カ　
ー　
ニ　
バ　
ル　
出
場
者
募
集

場
　
所

多
目
的
広
場

（
加
西
球
場
隣
）

種
　
目

タ　
ー　
ゲ　
ッ　
ト　
バ　
ー　
ド　
ゴ　
ル　
フ　
、　

ペ　
タ　
ン　
ク　
、　デ　
ィ　
ス　
ク　
ゴ　
ル　
フ

募
集
人
員

各
種
目
30
名

参
加
費

１
種
目
　
　
３
０
０
円

２
・
３
種
目
５
０
０
円

申
込
方
法

10
月
18
日

（水）
ま
で

に
、
官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
性
別
を
記
入
の

上
、
〒
６
７
５
│
２
３
０
２
加
西
市

北
条
町
栗
田
48

井
上
正
和
　
生

涯　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
フ　
ェ　
ス　
テ　
ィ　
バ　
ル　
係

問
合
先

井
上
正
和

（
電
話
42
│
１
１
７
４
）

第
26
回
市
民
剣
道
大
会
の
日
程

が
10
月
15
日

（日）
か
ら
11
月
３
日

（
文
化
の
日
）
へ
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

問
合
先

市
剣
道
連
盟
　
見
上
敏

幸
（
電
話
46
│
０
６
５
６
）

く
ら
し
と
生
活
を
守
る
会
で
は
、

物
の
命
を
大
切
に
し
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
生
か
す
た
め
、
再

生
修
理
会
を
開
催
し
ま
す
。

│
物
の
命
を
大
切
に
│

再
生
修
理
会　
の　
お　
知　
ら　
せ

市
民
剣
道
大
会
の

日
程
変
更

日
　
時

10
月
２
日

（月）

午
前
９
時
〜
12
時　
（
受
付
11
時
ま
で
）

場
　
所

加
西
市
農
協
九
会
支
店

午
後
１
時
〜
16
時　
（
受
付
15
時
ま
で
）

加
西
市
農
協
富
合
支
店

修
理
内
容

包
丁　
・　
ハ　
サ　
ミ　
・
靴
・

洋
傘
・
そ
の
他

問
合
先

く　
ら　
し　
と　
生
活　
を　
守　
る　
会　

（
環
境
対
策
室
　
電
話
42
│　
８　
７　
３　
１　
）　

日
　
時

10
月
20
日

（金）
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

内
　
容

仕
事
を
探
し
て
お
ら
れ

る
方
々
と
参
加
企
業
約
30
社
と
の

面
接
会
及
び
就
職
に
関
す
る
各
種

相
談
会

問
合
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
脇

（
電
話
０
７
９
５
│
22
│
３
１
８
１
）

期
　
間

平
成
12
年
10
月
４
日
〜

平
成
13
年
３
月
28
日
の
毎
水
曜
日

午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

対
象
者

40
歳
以
上
の
方
（
昭
和

35
年　
４　
月　
１　
日
以
前　
に　
生　
ま　
れ　
た　
方
）　

募
集
人
員

40
名
（
応
募
者
多
数

「
気
分　
ス　
ッ　
キ　
リ　
☆　
リ　
ズ　
ム　
体
操
」　

参
加
者
募
集

│
求
職
中
の
方
へ
│

合
同
就
職
面
接
相
談
会

の
場
合
は
抽
選
）

応
募
方
法

９
月
25
日

（月）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
記
入
し
、

〒
６
７
５
│
２
３
０
３
加
西
市
北
条

町
古
坂
１
０
７
２
│
14

加
西
市
健

康
福
祉
会
館
　
リ
ズ
ム
体
操
係
ま

で
。（
１
枚
に
つ
き
２
名
ま
で
）

問
合
先

健
康
福
祉
会
館
総
務
課

（
電
話
42
│
６
７
０
０
）

加
西
警
察
署
・
北
条
交
番
が
移

転
し
ま
す
。
移
転
先
は
次
図
の
と

お
り
で
す
。
新
庁
舎
で
の
業
務
は

10
月
２
日

（月）
午
前
９
時
か
ら
、
現

庁
舎
で
の
業
務
は
同
日
午
前
９
時

ま
で
で
す
。

新
庁
舎
の
所
在
地

北
条
町
東
高
室
８
７
３
│
７

問
合
先

加
西
警
察
署

（
電
話
42
│
０
１
１
０
）

加
西
警
察
署
庁
舎
移
転　

の　
お　
知　
ら　
せ

「キャンペーン中につき、エアコンの掃除を

1 , 0 0 0円でします。」と自宅に電話があり、軽い気

持ちで来訪を許した。きれいになっていくのを見

ていたら掃除機がほしくなり、クレジットを組んで

4 0万円で購入した。後で考えると高額だし解約

したい。

この場合、電話勧誘販売なので契約書をもら

ってから８日間以内であればクーリングオフできま

す。販売業者に書面で通知し、信販会社にも合

わせて通知しましょう。８日を過ぎていても販売方

法等勧誘時に問題点があれば解約できる場合も

ありますので、あきらめないでご相談ください。

何事も契約は急がず、じっくり他社とも比較し

てから慎重におこないましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階　電話42-8739）

消費生活相談Q&A キャンペーン中…、実は勧誘!
Ｑ

Ａ

ハナサク

練習日時 毎週月・水・金

（祝祭日除く）午後5時～8時

練習場所 健康増進センター

対　象 18歳以上の方

問合先 チーム鉄腕加西支部

楠田佳希（電話44-0690）

来来 れれ 豪豪 腕腕 !!
チーム鉄腕メンバー募集



交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。13

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成12年７月生れの乳児 ９月26日（火） 午後１時～２時

《平成12年８月生れの乳児 10月24日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成12年５月生れの乳児 10月４日（水） 午後１時～２時

《平成12年６月生れの乳児 11月１日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成11年４月生れの幼児 10月10日（火） 午後１時～２時

《平成11年５月生れの幼児 11月14日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成９年５月生れの幼児 10月３日（火） 午後１時～２時

《平成９年６月生れの幼児 10月17日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 10月11日（水） 午後１時～２時

《11月８日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者 10月11日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《11月８日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

10月19日（木） 午前９時～９時30分

《11月16日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２８）
新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書

はぐれの刺客 （澤田ふじ子著）
二人の彼 （群 ようこ著）
葵　徳川三代（ジェームス三木著）
第４の神話 （篠田節子著）
天下が揺いだ日 （南原幹雄著）
百年の預言 （ 樹のぶ子著）
華栄の丘 （宮城谷昌光著）
男 （柳　美里著）

砂城 （水木　楊著）
薔薇の木の下 （小池真理子著）
真相里見八犬伝 （典　五郎著）
モナリザの微笑 （斎藤　純著）
耳すます部屋 （折原　一著）
共生虫 （村上　龍著）
いのちの螢 （澤田ふじ子著）

ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

9月 15日（金） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）

17日（日） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）

23日（土） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）

24日（日） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）

10月 1日（金） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）

8日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）

9日（月） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）

※変更になることがありますので、お確かめください。

佐野瑞月
み づ き

ちゃん（北条町横尾）

1歳

〈ママの一言〉

皆に愛され、幸せになってネ。

パパ・里　富さん
ママ・ゆかりさん

〔おはなし会〕10月14日（土）・28日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・9月15日（金）・20日（水）・23日（土）
10月10日（火）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

10月３日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

10月３日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

─「行政相談週間」に合わせて巡回行政相談を実施─

10月12日（木）午後１時30分～午後４時00分　農村環境改善センター　

10月19日（木）午後１時30分～午後４時00分　北部公民館

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

10月５日（木）健康福祉会館

10月12日（木）農村環境改善センター・９月21日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

９月28日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

私の夢
北条小学校６年

田　中　嗣　人くん

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）

ぼくは、つりが好きなので、将来ルアー

を設計する仕事につきたいです。

今、池や川の水が汚れ環境も悪化してい

るので、水にやさしくてよく魚が釣れるル

アーを作ることができればいいなと思いま

す。ぼくの設計したルアーが店にいっぱい

並び、みんなが釣りを楽しんでくれたら最

高だと思います。
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10
月
か
ら
、
65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
の
徴
収
が
始
ま
り
ま

す
。今

年
の
４
月
１
日
現
在
65
歳
以

上
で
、
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以

上
の
方
は
、
年
金
か
ら
引
去
り
に

よ
り
徴
収
し
ま
す
。
第
１
回
目
の

引
去
り
は
10
月
13
日
の
予
定
で
す
。

以
後
、
年
金
の
支
払
日
ご
と
に
引

去
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
方
、
４
月
２
日
以

降
に
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
及
び
市

外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、
納
付

書
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
金
融
機
関

等
で
直
接
納
め
て
く
だ
さ
い
。
10

月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
の
５
期
で
、

納
期
限
は
毎
月
末
（
12
月
は
25
日
）

で
す
。

直
接
納
付
の
方
は
、
納
税
組
合
、

金
融
機
関
（
郵
便
局
含
）
の
口
座

振
替
納
付
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
先

税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

10
月
か
ら
で
す

65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
徴
収

今
年
の
６
月
か
ら
児
童
手
当
の

制
度
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

対
象
児
童

３
歳
未
満
児
�
就
学

前
（
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
）
の
児
童

９
月
29
日

（金）
ま
で
に
申
請
す
れ

ば
、
６
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

早
急
に
手
続
き
を
!

※
今
年
６
月
１
日
現
在
３
歳
未
満

の
児
童
の
手
当
に
つ
い
て
は
、

申
請
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な

り
ま
す
。

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
方
や
、

申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い

方
に
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

〈
特
例
給
付
受
給
者　
へ　
の　
お　
知　
ら　
せ　
〉

特
例
給
付
の
受
給
者
は
、「
厚
生

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
」

が
条
件
で
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
会
社
を
退
職
さ
れ
た

等
で
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪
失
さ

れ
た
場
合
は
、
手
当
の
支
給
が
で

き
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
会
社
を
退
職
さ

児
童
手
当　
の　
申
請　
は　

済　
み　
ま　
し　
た　
か　
？

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

れ
た
ら
速
や
か
に
支
給
事
由
消
滅

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出

が
遅
れ
ま
す
と
、
手
当
を
返
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先

福
祉
課
女
性
児
童
係

（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

平
成
12
年
８
月
に
次
の
文
化
財

の
指
定
を
解
除
し
ま
し
た
。

・
文
化
財
の
名
称

奥
山
寺
多
宝
塔

・
所
在
地

国
正
町

･
解
除
の
理
由

兵
庫
県
教
育
委

員
会
の
指
定
を
受
け
た
た
め
で
す
。

加
西
市
で
は
、
市
内
中
小
企
業

の
方
へ
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
証
料
市
負
担
50
％
の
期
間
が
、

平
成
13
年
９
月
30
日
ま
で
延
長
と

な
り
、
ま
た
１
％
以
内
で
利
子
補

給
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
対
象

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
同
一

事
業
を
同
一
場
所
で
１
年
以
上
経

営
す
る
中
小
企
業
者
で
、
兵
庫
県

信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
事
業

加
西
市
中
小
企
業

資
金
融
資
の
ご
案
内

加
西
市
指
定
文
化
財　
の　

解
除　
に　
つ　
い　
て

都
市
計
画
法
が
改
正
（
平
成
12

年
５
月
19
日
公
布
）
さ
れ
、
そ
の

施
行
日
（
公
布
か
ら
１
年
以
内
で

政
令
で
定
め
た
日
）
を
も
っ
て
、

既
存
宅
地
確
認
制
度
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。

こ
の
た
め
、
既
存
宅
地
確
認
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
に
、

住
宅
、
店
舗
、
工
場
、
倉
庫
等
の

建
築
を
計
画
中
の
方
は
、
す
ぐ
に

既
存
宅
地
確
認
申
請
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
詳
細
は
、

社
土
木
事
務
所
建
築
課
（
電
話
０

７
９
５
│
42
│
５
１
１
１
）
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
既
存
宅
地
確
認
制
度
と
は
】

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
建

築
物
の
新
築
、
改
築
及
び
用
途
の

変
更
は
、
都
市
計
画
法
の
制
限
を

受
け
て
お
り
、
知
事
の
許
可
を
得

な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。し

か
し
、
既
存
宅
地
確
認
を
受

け
た
土
地
は
、
こ
の
制
限
を
受
け

ず
建
築
等
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
合
先

都
市
計
画
課

（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

既
存
宅
地
確
認
制
度　
の　

廃
止　
に　
つ　
い　
て

重要な取引をしたり遺言を残したりするとき

は、トラブル防止のため公正証書の作成をお勧め

します。相談無料。

問合先 加古川公証役場（電話0794-21-5282）

神戸地方法務局社支局（電話0795-42-0201）

大切な契約書や遺言書などは公正証書に
―― 1100月月11日日～～77日日はは公公証証週週間間 ――国民健康保険税

第3期分の納期限は

1100月22日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

◆問合先 税務課（電話42-８７１２・８７１３）

平成12年度



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

芝　八重子 74 和　夫 三　口

堀尾　道代 74 重　徳 東高室

坂本　正義 56 伸　一 鶉野中

岩崎　錦江 77 隆　司 東野田

安積寿美江 88 俊　則 西剣坂

高見　久夫 73 博 中　富

宇仁　種雄 79 博　文 油　谷

丸本　亀市 88 春　男 下若井

高橋　義市 76 登 佐　谷

玉木　君子 59 秀　喜 西横田

神戸とよ子 77 佳　則 桑原田

神戸　文次 81 佳　則 桑原田

原田　　稔 71 てる子 殿　原

大西　規博 21 保　彦 上道山

小牧エミ子 54 義　弘 江ノ木

森本　正一 80 輝　正 西　南

松田　隆男 75 治　隆 中西北

藤川しげ子 84 勇 東剣坂

淺田　　實 83 正　樹 朝　妻

吉田　　殖 78 初　江 北

淺田　良信 63 勝　子 繁　昌

志方　一雄 80 初　男 山　田

森本　照男 69 国　夫 倉　谷

田中　惣次 84 靖　規 上宮木

山本　三郎 75 勝　巳 段　下

織邊　喜八 71 麗　子 網　引

井平　仁市 81 正　樹 鶉野中

三船きよの 70 久　雄 中　野

奥本　ツル 95 芳　春 朝　妻

志方　正広 52 貴　廣 国　正

岡本　　弘 72 昌　文 御幸町

別府　幸子 26 茂　昭 別府中

小丸千恵代 62 芳　雄 栄

前田　孝始 64 昌　利 国　正

小林　利治 65 真　也 大　柳

高瀬　信夫 76 昌 福　吉

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（８月31日受付分まで・敬称略）

さ
く
ら
銀
行
、
但
馬
銀
行
、
み

な
と
銀
行
、
姫
路
信
用
金
庫
、
播

州
信
用
金
庫
、
但
陽
信
用
金
庫
、

兵
庫
県
信
用
組
合
の
各
市
内
支
店

問
合
先

商
工
観
光
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
（
直
通
））

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活

動
資
金
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
　
時

11
月
５
日

（日）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
　
所

ジ
ャ
ス
コ
加
西
店
１
階

古
本
の
収
集

お
家
で
眠
っ
て
い

る
単
行
本
・
文
庫
本
・
絵
本
・
コ

ミ
ッ
ク
ス
マ
ン
ガ
・
辞
書
な
ど
を

10
月
31
日

（火）
ま
で
に
加
西
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
（
健
康
福
祉
会
館
２

眠　
っ　
て　
い　
る　
古
本　
の　
提
供　
を　
!

第
21
回
　
古
本
市

階
）
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。
（
水

曜
・
祝
日
は
休
み
）

問
合
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
（
電
話
43
│
０
３
６
１
）

日
　
時

10
月
21
日

（土）
午
後
２
時

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

会
　
費

前
売
１，　
５
０
０
円

（
当
日
２，　
０
０
０
円
）

チ　
ケ　
ッ　
ト　
販
売　
・　
予
約
受
付

桂

喜
丸
加
西
後
援
会
事
務
局
（
福
岡

紙
文
具
店
）（
電
話
42
│
０
２
０
５
）

第
11
回
　
桂
喜
丸　
ふ　
る　
さ　
と
落
語
会

ら　
く　
ご
Ｄ
Ｅ
わ　
っ　
し　
ょ　
い

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付

○�マリアンヌ製靴 30万円
（靴まつり売上金を福祉対策等寄附金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○曹洞宗寺院一同 14万990円

○国際ソロプチミスト加西 1万3512円

指定預託

☆ボランティア活動に

○匿名 22万円

☆加西ボランティア協会へ

○匿名 2万円

○美心 2万円

○田町 竹本　幸夫 1万5千円

○笹倉 高橋　　清 2万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

○横尾 水田美智子 2万円

○本陣従業員一同 1万940円

○匿名 3万円

供養預託

○上宮木 田中　靖規 5万円

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課

（��8701）までご連絡ください。

に
該
当
す
る
も
の
。

融
資
の
内
容

�
資
金
使
途
及
び
限
度
額

運
転
資
金

８
０
０
万
円
以
内

設
備
資
金

１，　
０
０
０
万
円
以
内

公
害
除
去
資
金

５
０
０
万
円
以
内

�
最
高
限
度
額

１，　
５
０
０
万
円

�
融
資
利
率

年
２
・
０
％
（
市
が
１
％
以
内

で
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。）

貸
付
期
間

�
５
０
０
万
円
以
内

５
年
以
内

�
５
０
０
万
円
超

７
年
以
内

（
う
ち　
措
置
期
間　
６　
ヶ　
月
以
内　
で　
可
）

そ
の
他

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証

要
。
た
だ
し
、
市
が
50
％
を
負
担

（
平
成
13
年
９
月
30
日
ま
で
）

取
扱
金
融
機
関

日
　
時

11
月
19
日

（日）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
６
時
30
分
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

チ　
ケ　
ッ　
ト　

９
月
19
日

（火）
発
売
開
始

全
席
指
定

Ｓ
席
６，　
０
０
０
円

Ａ
席
５，　
０
０
０
円

（
当
日
は
５
０
０
円
増
）

問
合
先

市
民
会
館

（
電
話
43
│
０
１
６
０
）

中
村
美
律
子　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H12.9.1現在（前月比）
人　口／ 52,183（－4） 世帯数／ 15,911（＋22）

男　／ 25,347（－2） 女　／ 26,836（－ 2）

79金色の水引を思わせる
キンミズヒキの花穂

夏　
か　
ら　
秋　
に　
か　
け　
て　
山
道　
を　
歩　

く　
と　
、　
黄
色　
い　
小
花　
を　
長　
い　
穂　
の　
よ　

う　
に　
つ　
け　
た　
草　
が　
よ　
く
目　
に　
つ　
き　
ま　

す
。　
バ　
ラ　
科　
の　
多
年
草　
キ　
ン　
ミ　
ズ　
ヒ　

キ　
で　
す
。　

ジ　
ャ　
ガ　
イ　
モ　
、　
ト　
マ　
ト　
に　
も　
見　
ら　

れ　
る　
大
小
不　
ぞ　
ろ　
い　
の　
小
葉　
か　
ら　
な　

る　
羽
状
複
葉　
が　
特
徴　
で　
す
。　
花　
は　

径　
１　
cm  
た　
ら　
ず　
の　
小　
さ　
い　
も　
の　
で　
す　

が　
、　
黄
色　
の　
五
弁
花　
で　
、　
枝
分　
か　

れ　
し　
た　
茎　
の　
先
端　
に　
細　
い　
穂
状　
に　

た　
く　
さ　
ん　
つ　
き　
ま　
す
。　
花
期　
は　
７　

月　
か　
ら　
10
月　
ま　
で　
と　
長　
く
、　
花
穂　

の　
根
元　
か　
ら　
先
端　
に　
向　
け　
て　
次
々　

に　
咲
き　
ま　
す
。　

日
本
名　
は　
金
水
引　
で　
、　
金
色　
の　

ミ　
ズ　
ヒ　
キ　
（　
タ　
デ　
科
）　
に　
た　
と　
え　
て　

つ　
け　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

花
後　
の　
果
実　
に　
は　
か　
ぎ　
形　
の　
と　

げ　
が　
た　
く　
さ　
ん　
あ　
り
、　
動
物　
の　
体　

や　
衣
服　
に　
つ　
き　
ま　
す
。　
種
子　
を　
動

物　
に　
運　
ば　
せ　
る　
た　
め　
の　
戦
術　
な　
の　
で　

す
。　

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.hyogo. com /kasai

★日　時 11月22日（水）（いい夫婦の日）

午前9時30分～

★場　所 健康福祉会館

★内　容 式典、記念撮影、余興

★対　象 平成1 2年中に結婚5 0周年を迎え

られるご夫婦

（昭和26年に結婚された方々）

★申込先 各町老人クラブ会長さんまで

（10月25日（水）締切）

※老人クラブのない町は、市役所健康長寿課

まで

★問合先 健康長寿課（電話42-8728）

★日　時 10月21日（土）午後2時～午後3時30分

★場　所 市民会館文化ホール

★内　容

・講演「可能性への挑戦　夢はかならずかなう!」

・公募による子どもたち（2名）とのトーク

★チケット代　　 1,000円（当日券1,200円）

★チケット販売所 教育委員会・市民会館・健康福祉会館・各公民館

※参加予定の子どもたち（小学校4年生以上）で、当日舞の海関とお話

したい方は、はがきに質問を書いて応募してください。

●宛先　〒675-2395（加西市教育委員会内）

加西市青少年団体連絡協議会　事務局

★問合先 教育委員会生涯学習課（電話42-8772・8773）

加西市では伊豆諸島・三

宅島被災者支援を目的とした

義援金活動を行っております。

義援金箱は市役所１階ロビ

ーに設置しております。

ご協力をお願いします。

義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い
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